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文
化
の
秋

　
福
井
謙
＝
昂
大
教
授
が
、
我
が
国
六

人
目
の
受
賞
者
と
し
て
、
ノ
ー
ベ
ル
賞

を
受
賞
さ
れ
た
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
よ

ろ
こ
ば
し
い
。

　
寺
院
の
秋
は
、
慶
弔
法
要
や
寺
宝
の

公
開
他
、
各
種
の
行
事
や
催
し
と
そ
の

接
待
等
、
多
忙
の
季
節
と
い
え
よ
う
。

各
種
団
体
や
教
育
機
関
に
お
い
て
も
、

国
体
を
は
じ
め
各
々
の
文
化
祭
、
体
育

祭
、
芸
術
祭
等
が
催
さ
れ
、
ま
さ
に
文

化
の
秋
で
あ
る
。
我
が
国
の
文
化
に
対

す
る
姿
勢
が
、
そ
の
保
護
と
活
用
に
よ

っ
て
国
民
の
文
化
的
向
上
に
資
し
、
世

界
文
化
の
進
歩
に
貢
献
す
る
こ
と
。
そ

し
て
今
日
催
さ
れ
る
文
化
的
諸
行
事
の

促
進
と
、
そ
の
積
極
的
な
国
際
文
化
交

流
を
、
世
界
平
和
へ
の
掛
橋
と
す
る
よ

う
努
め
る
こ
と
が
大
切
で
あ
ろ
う
。
そ

の
意
味
で
も
、
今
回
の
ル
ン
ビ
ニ
ー
復

興
計
画
は
成
功
さ
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
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開かれた理事会

　
全
日
本
仏
教
会
の
理
事
会
と
評
議
員
会
が
、

去
る
十
月
三
日
、
東
京
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
。

　
ま
ず
午
前
十
一
時
か
ら
の
評
議
員
会
で
は
、

小
野
島
事
務
次
長
開
会
の
辞
、
鱒
淵
理
事
長
挨

拶
の
後
、
仮
議
長
に
神
野
真
一
師
を
選
ん
で
、

議
長
選
出
に
移
っ
た
。
そ
の
結
果
、
議
長
に
別

所
弘
因
師
、
議
事
録
署
名
委
貝
に
は
古
屋
道
雄

師
と
茂
木
隆
応
師
が
選
ば
れ
、
議
事
を
開
始
し

た
。　
◎
議
案
第
一
号
「
寄
付
行
為
一
部
改
正
の
承

認
を
求
め
る
件
」

　
担
当
局
長
よ
り
説
明
、
原
案
通
り
承
認
。

　
◎
議
案
第
二
号
「
会
長
・
副
会
長
推
戴
に
関

す
る
細
則
（
案
）
の
承
認
を
求
め
る
件
」

合
わ
せ
て
十
三

　
機
構
改
革
特
別
委
貝
会
の
伊
東
康
雄
豊
島
よ
一

り
説
明
、
字
句
を
一
部
修
整
し
て
承
認
。

　
◎
議
案
第
三
号
「
理
事
異
動
の
承
認
を
求
め

る
件
」

　
原
案
通
り
承
認

　
◎
議
案
第
四
号
「
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
の
た
め

の
協
力
内
容
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
件
」

　
担
当
局
長
・
部
長
よ
り
説
明
。
ネ
パ
ー
ル
の

国
情
を
十
分
に
調
査
し
て
、
趣
旨
が
生
か
せ
る

よ
う
に
す
る
、
等
の
意
見
が
出
さ
れ
た
後
、
ル

ン
ビ
ニ
ー
復
興
日
本
仏
教
徒
委
員
会
の
中
間
報

告
を
基
本
的
に
承
認
。

　
◎
議
案
第
五
号
「
負
担
金
未
納
加
盟
団
体
の

取
り
扱
い
規
定
（
案
）
に
つ
い
て
意
見
を
求
め

る
件
」

　
担
当
局
長
・
部
長
よ
り
説
明
、
賛
成
だ
が
運

用
は
慎
重
に
、
等
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。

　
◎
報
告
事
項
「
第
二
十
八
回
全
日
本
仏
教
徒

会
議
実
施
計
画
の
報
告
に
つ
い
て
」

　
担
当
局
長
よ
り
報
告
さ
れ
た
。

　
　
　
＊
　
　
　
　
　
＊
　
　
　
　
　
＊

　
つ
づ
い
て
、
午
後
一
時
三
十
分
か
ら
理
事
会

が
開
か
れ
た
。
最
初
に
日
野
事
務
総
長
挨
拶
、

議
長
に
鱒
淵
理
事
長
、
議
事
録
署
名
委
員
に
貝

山
宣
泰
師
、
板
垣
隆
寛
師
を
選
ん
で
議
事
に
入

っ
た
。

議
案
を
審
議

　
◎
議
案
第
一
号
「
会
長
・
副
会
長
推
戴
に
関

す
る
細
則
（
案
）
の
承
認
を
求
め
る
件
」

　
担
当
局
長
よ
り
説
明
、
字
句
を
一
部
修
正
の

上
、
承
認
。

　
◎
議
案
第
二
号
「
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
の
た
め

の
協
力
内
容
に
つ
い
て
承
認
を
求
め
る
件
」

　
担
当
局
長
・
部
長
よ
り
説
明
、
ル
ン
ビ
占
冠

復
興
日
本
仏
教
徒
委
貝
会
の
中
間
報
告
を
、
承

認
。　
◎
議
案
第
三
号
「
負
担
金
未
納
加
盟
団
体
の

取
り
扱
い
規
定
（
案
）
の
承
認
を
求
め
る
件
」

　
担
当
局
長
・
部
長
よ
り
説
明
、
字
句
を
一
部

修
正
の
上
、
承
認
。

同じ会場で評議員会

　
◎
議
察
第
四
号
「
税
務
委
員
会
規
定
（
案
）

の
承
認
を
求
め
る
件
」

　
担
当
局
長
よ
り
説
明
、
字
句
を
一
部
修
正
の

上
、
承
認
。

　
◎
議
案
第
五
号
「
常
務
理
事
異
動
の
承
認
を

求
め
る
件
」

　
原
案
通
り
承
認
。

　
◎
議
案
第
六
号
「
靖
国
神
社
公
式
参
拝
並
び

に
”
戦
没
者
追
悼
の
日
”
制
定
の
自
民
党
々
議

決
定
に
対
す
る
対
応
策
の
件
」

　
担
当
局
長
・
部
長
よ
り
説
明
、
公
式
参
拝
に

つ
い
て
は
、
靖
国
神
社
法
案
に
対
す
る
全
仏
の

従
来
の
見
解
を
基
本
的
姿
勢
と
し
て
堅
持
し
た

上
で
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
声
明
文
（
案
）

を
作
り
、
次
．
回
の
常
務
理
事
会
へ
は
か
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　
◎
議
案
第
七
号
「
真
言
宗
国
分
寺
派
管
長
・

西
口
公
教
師
よ
り
の
”
新
券
発
行
に
つ
い
て
、

聖
徳
太
子
の
肖
像
が
な
く
な
る
こ
と
に
反
対
す

る
”
と
い
う
申
し
入
れ
の
取
り
扱
い
方
の
件
」

　
担
当
局
長
・
部
長
よ
り
説
明
。
大
蔵
省
、
自

民
党
幹
事
長
あ
て
に
「
肖
像
が
な
く
な
る
こ
と

に
反
対
す
る
」
と
い
う
要
望
書
を
出
す
こ
と
に

な
っ
た
。

　
◎
議
案
第
八
号
「
世
界
連
邦
日
本
仏
教
徒
協

議
会
並
び
に
臨
済
宗
東
福
寺
派
の
加
盟
の
承
認

を
求
め
る
件
」

　
担
当
局
長
・
部
長
よ
り
説
明
。
臨
済
宗
東
福

寺
派
の
加
盟
に
つ
い
て
は
承
認
。
世
界
連
邦
日

本
仏
教
徒
協
議
会
に
つ
い
て
は
、
結
論
を
出
す

に
い
た
ら
な
か
っ
た
。

　
◎
報
告
事
項
「
第
二
十
八
回
全
日
本
仏
教
徒

会
議
実
施
計
画
の
報
告
に
つ
い
て
」

　
担
当
部
長
よ
り
報
告
さ
れ
た
。
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そ

≡

，
一
雛

　
全
仏
・
組
織
部
で
は
、

　
　
　
　
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
行
っ
た
。

通
の
回
答
が
得
ら
れ
た
の
で
、
そ
の
一
端
を
ご
紹
介
し
よ
う
。

瞳
な
く
て
も
　
そ
れ
ぞ
れ
の

　
　
薗
支
部
で
行
っ
て
い
る
と
答

　
　
暇
え
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
か

　
　
つ
た
。

　
　
　
次
に
年
間
の
予
算
額
だ

騨
　
　
が
、
こ
れ
を
多
い
順
に
列

　
　
平
す
る
と
次
の
通
り
（
岡

　
　
山
県
は
未
回
答
に
な
っ
て

　
　
い
る
）
。

　
耀
　
埼
玉
（
二
〇
二
三
五
〇

　
　
〇
〇
円
）
、
愛
知
（
五
九
八

　
　
四
八
○
○
円
）
、
静
岡
（
五

　
　
七
九
六
一
四
三
円
）
、
東
京

（
四
八
○
○
○
○
○
円
）
、
岐
阜
（
四
〇
二
六
〇

四
五
円
）
、
神
奈
川
（
三
八
八
七
三
二
〇
円
）
、
群

馬
（
三
二
〇
四
三
四
九
円
）
、
茨
城
（
二
六
〇
〇

〇
〇
〇
円
）
、
和
歌
山
（
一
七
四
四
五
〇
九
円
）
、

長
野
（
一
二
六
八
○
○
○
円
）
、
千
葉
（
九
五
〇

三
五
七
円
）
、
徳
島
（
七
五
〇
〇
〇
〇
円
）
、
栃
木

　
　
こ
の
た
び
「
加
盟
都
道
府
県
仏
活
　
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
れ
ま
で
据
…

（
六
五
九
一
六
六
円
）
、
島
根
（
二
〇
〇
〇
〇
〇

円
）
。
　
「
会
報
の
有
・
無
」
に
つ
い
て
は
、
心
仏
教

会
で
会
報
が
出
さ
れ
て
い
る
。

　
次
に
、
「
都
道
府
県
仏
内
に
於
い
て
海
外
と

の
交
流
の
あ
る
寺
院
が
あ
れ
ば
お
知
ら
せ
下
さ

い
」
と
い
う
質
問
に
対
し
て
、
群
馬
が
ス
リ
ラ

ン
カ
仏
教
会
と
、
埼
玉
が
韓
国
ソ
ウ
ル
市
仏
教

信
徒
会
と
、
ま
た
岡
山
で
は
、
岡
山
県
日
中
仏

教
文
化
交
流
会
が
発
足
し
た
こ
と
等
が
記
さ
れ

て
い
る
。

　
さ
ら
に
「
都
道
府
県
仏
の
活
動
状
況
」
に
つ

い
て
は
、
島
根
、
栃
木
、
千
葉
、
長
野
の
四
仏

教
会
が
「
停
滞
し
て
い
る
」
と
答
え
て
い
る
。

そ
の
他
の
仏
教
会
は
「
普
通
で
あ
る
」
。
「
停

滞
し
て
い
る
」
理
由
に
つ
い
て
は
、
「
予
算
上
の

問
題
。
各
支
部
の
活
動
を
、
中
心
と
し
て
い

る
」
（
徳
島
）
、
「
予
算
が
な
く
、
　
専
任
の
事

務
職
員
が
設
置
で
き
な
い
た
め
」
（
栃
木
）
、

「
会
長
、
理
事
長
が
変
わ
り
、
理
事
長
が
御
遠

忌
で
多
忙
な
た
め
」
（
千
葉
）
等
が
あ
げ
ら
れ

て
い
る
。

　
ま
た
、
「
同
和
問
題
に
取
組
む
機
関
の
有
・

無
」
で
は
、
岡
山
県
仏
教
会
だ
け
が
「
有
」
と

し
、
「
岡
山
県
部
落
解
放
運
動
連
合
会
」
の
名

を
あ
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
「
都
道
府
県
筆
述
で

の
現
在
及
び
過
去
に
於
け
る
差
別
事
例
の
有
・

無
し
と
い
う
質
問
に
対
し
て
は
、
全
て
の
仏
教

会
が
「
無
」
と
答
え
る
か
、
何
も
回
答
し
て
い

な
い
。

　
最
後
に
、
「
全
日
本
仏
教
徒
大
会
に
対
す
る

御
意
見
」
で
は
、
「
第
二
十
七
回
大
会
に
参
加
し

て
の
感
じ
で
あ
る
が
、
立
派
に
運
営
さ
れ
て

お
り
、
会
場
も
申
し
分
な
く
、
関
係
者
の
御
協

力
と
御
苦
労
に
、
敬
服
感
謝
申
上
げ
る
次
第
で

す
」
（
和
歌
山
）
等
の
意
見
が
あ
る
一
方
で
、

「
昨
年
の
大
会
は
、
大
会
と
い
う
に
価
し
な
い
。

二
回
目
の
宗
派
（
本
山
）
順
番
で
、
始
め
る
べ

き
で
あ
る
」
（
埼
玉
）
、
「
マ
ン
ネ
リ
化
し
た
一
つ

の
セ
レ
モ
ニ
ー
に
過
ぎ
な
い
と
思
い
ま
す
。
決

議
さ
れ
た
こ
と
が
実
行
さ
れ
た
確
率
は
殆
ん
ど

な
い
よ
う
な
現
実
で
は
」
（
千
葉
）
等
の
意
見
も

あ
っ
た
。

魯
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7
8
画
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b
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7
塵
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韓
国
仏
教
の
訪
日
団

　
　
　
　
　
全
周
を
訪
れ
懇
談

　
去
る
十
月
六
日
、
韓
国
仏
教
宗
団
協
議
会
訪

日
代
表
団
（
李
昼
鳶
団
長
）
の
一
行
十
五
人
が

全
仏
事
務
総
局
を
訪
れ
た
（
う
ち
五
人
は
大
韓

仏
教
婦
人
会
の
代
表
）
。
敷
設
か
ら
日
野
事
務
総

長
以
下
の
各
局
長
が
出
迎
え
、
懇
談
し
た
。

　
韓
国
側
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
会
合
を
し
ば
し

ば
持
っ
て
、
両
国
仏
教
会
の
交
流
、
日
本
へ
仏

教
を
研
究
す
る
た
め
留
学
生
を
送
り
た
い
、
両

国
の
仏
教
行
事
へ
、
互
い
に
招
請
す
る
よ
う
に

し
た
い
、
等
の
要
望
が
あ
り
、
韓
国
仏
教
宗
団

協
議
会
の
甘
草
宇
会
長
か
ら
の
、
全
仏
会
長
あ

て
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
手
渡
さ
れ
た
。

」
1
」
■
」
「
」
「
－
」
■
」
1
」
■
」
■
」
■
」
■
」
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」
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」
】
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」
¶
」
1
1
」
■
」
1
1
1
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　　　上信堂上川金太郎商店
●墓地用線香製造販売

本　　　店　東京都豊島区巣鴨4－8－7

　　　　　TEL　 （03）917－1734
東北出張所　山　形　市　山　寺（堀川商店内）

　　　　　TEL　 （0236）95－2742

●各種墓地用品販売

●各種薫香販売
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一

　
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
は
、
戦
前
は
英
領
イ

ン
ド
の
一
部
で
あ
っ
た
。
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が

多
く
、
戦
後
一
九
四
七
事
業
東
パ
キ
ス
タ
ン

と
な
っ
て
、
ヒ
ン
ド
ゥ
教
の
イ
ン
ド
と
分
れ

た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
一
九
七
一
年
三
月
に

パ
キ
ス
タ
ン
か
ら
分
れ
て
独
立
を
宣
言
し
、

バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
と
な
っ
た
こ
と
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
。
　
一
九
七
四
年
二
月
の
、
イ

ス
ラ
ム
教
導
首
脳
会
議
の
決
定
に
よ
り
、
イ

ス
ラ
ム
教
国
の
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
い
る
。

た
だ
そ
れ
よ
り
前
、
一
九
七
二
年
十
二
月
発

効
の
憲
法
で
は
、
非
（
脱
）
宗
教
主
義
を
う

た
っ
て
い
る
の
で
、
イ
ス
ラ
ム
教
を
国
教
と

し
て
い
る
国
よ
り
は
、
宗
教
に
対
す
る
政
治

的
統
制
が
や
や
寛
や
か
で
あ
る
よ
う
に
見
ら

れ
る
。

　
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
は
総
人
口
七
千
九
百

万
人
（
一
九
七
二
年
）
と
推
定
さ
れ
て
い
る
が

そ
の
う
ち
イ
ス
ラ
ム
教
徒
は
七
七
％
、
ビ
ン

愛
知
学
院
大
教
授

前
田
恵
学

ド
ゥ
教
徒
二
二
％
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
一
％
と

言
わ
れ
る
。
仏
教
徒
の
数
は
統
計
の
表
面
に

出
な
い
ほ
ど
の
比
率
で
あ
る
が
、
し
か
し
実

数
は
お
よ
そ
五
十
万
人
と
言
わ
れ
、
決
し
て

少
な
い
数
で
は
な
い
。
同
じ
く
イ
ス
ラ
ム
教

国
で
あ
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
仏
教
徒
、
お
よ

そ
百
万
人
（
推
定
）
と
共
に
、
わ
れ
わ
れ
は

そ
の
ゆ
く
え
に
無
関
心
で
あ
っ
て
は
な
ら
な

い
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
二

　
一
九
四
七
年
の
イ
ン
ド
か
ら
の
分
離
独
立

に
際
し
、
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
の
地
に
あ
っ

ずらりと並んだバングラディシュの僧侶たち

た
仏
教
徒
の
か
な
り
の
数
が
西
ベ
ン
ガ
ル
・

ト
リ
プ
ラ
・
ア
ッ
サ
ム
や
近
隣
諸
地
域
に
移

動
し
た
。
し
か
し
大
部
分
の
仏
教
徒
ば
移
動

す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
の
ま
ま
残
っ
て
現

在
は
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
南
部
の
チ
ッ
タ
ゴ

ン
・
チ
ッ
タ
ゴ
ン
丘
陵
地
帯
・
コ
ミ
ラ
・
ノ
ア

カ
リ
と
バ
カ
ル
ガ
ン
ジ
（
バ
ト
ゥ
ア
カ
リ
）

の
諸
地
域
に
住
し
、
主
と
し
て
農
耕
の
生
活

を
営
ん
で
い
る
。
中
で
も
チ
ッ
タ
ゴ
ン
と
チ

ッ
タ
ゴ
ン
丘
陵
地
帯
に
多
く
、
バ
ン
グ
ラ
デ

ィ
シ
ュ
の
仏
教
徒
の
八
○
％
は
、
こ
の
両
地

域
に
住
し
て
い
る
。

　
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
で
は
宗
教
的
対
立
が

強
く
イ
ス
ラ
ム
教
と
ヒ
ン
ド
ゥ
教
の
間
に
は

摩
擦
が
大
き
い
。
仏
教
徒
は
少
数
民
族
で
あ

っ
て
、
き
わ
め
て
力
が
弱
い
が
、
他
の
教
徒

と
は
通
婚
せ
ず
、
民
族
の
誇
り
を
守
り
抜
こ

う
と
必
死
で
あ
る
。
自
衛
本
能
的
に
イ
ス
ラ

ム
教
と
は
対
立
関
係
を
作
ら
ず
、
む
し
ろ
協

調
し
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
実
際
は
弱
少
民

族
の
悲
哀
を
な
め
て
い
る
。

　
チ
ッ
タ
ゴ
ン
丘
陵
地
帯
の
、
ビ
ル
マ
国
境

に
近
い
地
域
に
は
鋭
い
対
立
が
あ
っ
て
、
前

か
ら
立
ち
入
り
禁
止
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ

が
あ
る
。
最
近
も
新
聞
に
仏
教
徒
が
大
量
殺

裁
さ
れ
た
と
報
ぜ
ら
れ
た
事
実
が
あ
る
（
五

六
年
三
月
一
七
日
付
中
外
日
報
参
照
）
。

　
　
　
三

　
チ
ッ
タ
ゴ
ン
の
ベ
ン
ガ
ル
仏
教
徒
は
、
バ
ル

ア
ー
（
一
W
9
≡
9
0
）
と
呼
ば
れ
、
か
れ
ら
は
自
分

の
名
の
中
に
ロ
U
9
『
長
の
姓
を
有
す
る
（
細
か

く
見
れ
ば
、
南
・
北
の
二
地
域
に
分
か
れ
多

少
の
相
違
が
あ
る
）
。
チ
ッ
タ
ゴ
ン
丘
陵
地
帯

の
仏
教
徒
は
チ
ャ
ク
マ
ー
（
O
冨
犀
ヨ
9
1
）
と

呼
ば
れ
る
。
コ
ミ
ラ
や
ノ
ア
カ
リ
で
は
、
シ

ン
ハ
（
Q
O
一
目
ず
9
）
と
か
シ
ン
ハ
ー
バ
ル
ア
ー

と
呼
ば
れ
る
仏
教
徒
が
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
ア
ラ
カ
ン
系
ビ
ル
マ
入
の
仏
教

徒
が
い
て
、
マ
ラ
ム
マ
（
竃
9
り
9
目
目
僧
）
と

と
言
わ
れ
る
。
こ
の
マ
ラ
ム
マ
仏
教
徒
は
、

バ
カ
ル
ガ
ン
ジ
や
ま
た
ラ
ム
ー
、
コ
ッ
ク
ス

・
バ
ザ
ー
ル
の
よ
う
な
チ
ッ
タ
ゴ
ン
に
連
な

る
他
の
丘
陵
地
帯
に
住
し
て
い
る
。

　
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
の
仏
教
徒
は
大
き
く

分
け
る
と
、
イ
ン
ド
系
と
ビ
ル
マ
系
に
分
け

る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
ビ
ル
マ
系

は
い
ま
言
う
ア
ラ
カ
ン
人
で
あ
る
が
、
か
れ

ら
は
ビ
ル
マ
の
ア
ラ
カ
ン
地
方
（
中
心
は

〉
ξ
9
げ
）
か
ら
来
た
も
の
で
ビ
ル
マ
語
を
話

す
。
し
か
し
ア
ラ
カ
ン
人
は
本
来
の
ビ
ル
マ

族
で
は
な
く
、
古
く
中
イ
ン
ド
・
マ
ガ
ダ
方

面
か
ら
移
住
し
た
人
々
の
子
孫
で
あ
る
と
い

う
の
が
、
ベ
ン
ガ
ル
仏
教
徒
の
信
念
で
あ
る
。

か
れ
ら
が
ビ
ル
マ
か
ら
ベ
ン
ガ
ル
に
移
住
し

た
の
は
、
一
五
世
紀
に
遡
る
。
歴
史
が
古
い

だ
け
に
所
有
し
て
い
る
土
地
も
比
較
的
広
い

よ
う
で
あ
る
。

　
こ
れ
に
対
し
て
、
バ
ル
ア
ー
や
チ
ャ
ク
マ

ー
は
、
イ
ン
ド
系
仏
教
徒
の
主
力
を
形
成
す

る
が
、
も
と
も
と
ベ
ン
ガ
ル
に
住
む
仏
教
徒

で
あ
る
。
ベ
ン
ガ
ル
仏
教
徒
は
政
治
的
変
動

一4一
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の
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
多
く
、
ま
た
ガ
ン

ジ
ス
河
の
デ
ル
タ
地
帯
で
農
耕
に
従
事
し
、

風
水
害
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
チ
ャ

ク
マ
ー
は
丘
陵
山
岳
地
帯
に
住
し
て
、
生
活

に
は
恵
ま
れ
て
い
な
い
。

　
　
　
四

　
筆
者
は
、
一
九
七
八
年
の
年
末
か
ら
翌
年

初
に
か
け
て
、
カ
ル
カ
ッ
タ
・
ベ
ン
ガ
ル
仏

教
会
の
ダ
ル
マ
パ
：
ラ
師
と
カ
ル
カ
ッ
タ
国

立
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
大
学
助
教
授
S
・
チ
ョ

ウ
ド
リ
博
士
の
三
人
で
、
チ
ッ
タ
ゴ
ン
と
そ

の
周
辺
地
帯
の
仏
教
寺
院
、
チ
ャ
ク
マ
：
仏

教
徒
の
住
す
る
チ
ッ
タ
ゴ
ン
丘
陵
地
帯
の
ラ

ン
ガ
マ
テ
ィ
ー
、
コ
ミ
ラ
近
効
の
シ
ン
パ
族

の
農
村
寺
院
、
さ
ら
に
主
都
ダ
ッ
カ
の
仏
教

寺
院
を
見
て
回
っ
て
、
こ
の
地
域
の
仏
教
寺

院
や
仏
教
徒
の
生
活
を
、
つ
ぶ
さ
に
触
れ
る

機
会
を
も
っ
た
。
ま
た
S
・
チ
ョ
ウ
ド
リ
博

士
は
、
日
本
学
術
振
興
会
の
温
血
で
来
日
し

一
九
八
○
年
五
月
か
ら
十
ヵ
月
に
わ
た
っ
て

名
古
屋
に
滞
在
し
た
。
そ
の
間
、
筆
者
の
手

許
に
あ
る
集
収
資
料
を
加
え
て
現
代
バ
ン
グ

ラ
デ
ィ
シ
ュ
の
仏
教
を
ま
と
め
る
仕
事
を
し

た
。
チ
ョ
ウ
ド
リ
博
士
の
英
文
原
稿
を
二
人

で
読
み
合
わ
せ
た
の
で
あ
る
。
い
ず
れ
出
版

の
機
会
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
五

　
私
の
印
象
で
は
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
の
仏

教
は
き
わ
め
て
純
粋
な
上
座
仏
教
で
あ
る
。

ス
リ
ラ
ン
カ
の
村
落
寺
院
の
仏
教
よ
り
も
、

さ
ら
に
下
り
気
が
少
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ど
う
し
て
そ
の
よ
う
に
純
粋
な
上
座
仏
教
が

行
わ
れ
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

バングラディシュの街頭風景

　
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
に
は
実
は
原
始
仏
教

以
来
の
仏
教
ゆ
か
り
の
故
地
を
ふ
く
ん
で
い

る
。
釈
尊
が
一
度
は
足
跡
を
残
さ
れ
た
は
ず

の
仏
教
中
国
の
東
の
端
が
、
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ

シ
ュ
に
か
か
っ
て
い
る
。
そ
の
後
バ
ン
グ
ラ

デ
ィ
シ
ュ
に
は
北
部
か
ら
中
南
部
に
か
け
て

て
広
く
密
教
が
栄
え
、
そ
の
遺
跡
が
き
わ
め

て
多
い
。
感
果
も
こ
の
地
域
を
訪
れ
て
、
記

録
を
残
し
て
い
る
。

　
十
二
、
三
世
紀
、
イ
ス
ラ
ム
の
侵
入
に
よ

っ
て
、
イ
ン
ド
の
仏
教
は
亡
び
た
と
言
わ
れ

る
。
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
で
も
破
壊
の
跡
は

著
し
い
。
し
か
し
イ
ン
ド
の
周
辺
地
域
に
は

逃
げ
の
び
た
仏
教
徒
が
あ
っ
た
。
バ
ン
グ
ラ

デ
ィ
シ
ュ
に
も
そ
の
年
並
と
見
ら
れ
る
在
家

姿
の
密
教
僧
が
、
今
か
ら
五
十
～
六
十
年
前

ま
で
は
、
な
お
存
在
し
て
い
た
と
い
う
。
か

れ
ら
は
日
常
、
平
服
を
着
用
し
、
家
庭
生
活

を
営
ん
で
い
た
。
求
め
ら
れ
た
時
に
は
、
僧

衣
に
着
替
え
て
供
養
を
勤
め
、
終
れ
ば
ま
た

元
の
姿
に
か
え
っ
た
。
用
い
た
と
こ
ろ
の
経

典
は
タ
ン
ト
ラ
で
あ
る
が
、
土
着
の
言
語
が

混
っ
て
、
か
な
り
独
特
の
も
の
と
な
っ
て
い

た
。　
し
か
し
今
日
、
タ
ン
ト
ラ
仏
教
の
生
き
た

名
残
り
を
見
出
す
こ
と
は
容
易
で
は
な
い
。

密
教
と
小
乗
の
生
き
た
混
清
を
見
出
す
努
力

は
、
失
望
に
終
る
可
能
性
が
き
わ
め
て
つ
よ

い
。
生
き
て
い
る
の
は
上
座
仏
教
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
上
座
仏
教
へ
の
転
向
が
行
わ
れ

た
の
は
、
ほ
ん
の
十
九
世
紀
半
ば
頃
の
こ
と

で
あ
る
。

　
　
　
六

　
一
八
五
六
年
、
ア
ラ
カ
ン
の
墨
壷
（
サ
ン

ガ
ラ
ー
ジ
ャ
）
・
サ
ラ
メ
！
ダ
師
は
、
チ
ッ
タ

ゴ
ン
へ
来
て
、
密
教
僧
た
ち
に
、
上
座
仏
教

へ
の
転
向
を
求
め
た
。
黄
衣
の
出
家
生
活
こ

そ
が
、
仏
教
本
来
の
姿
で
あ
る
と
説
得
し
た
。

僧
王
を
招
き
ま
た
助
け
た
の
は
、
ラ
ー
ド
ゥ

長
老
で
あ
る
が
、
な
ぜ
か
自
分
は
僧
王
の
下

で
受
戒
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
多
く
の
人
は

僧
王
に
従
い
、
そ
れ
に
従
わ
な
い
少
数
の
人

た
ち
は
、
長
老
派
（
す
な
わ
ち
蜜
嘗
9
1
葺
㊦
嵩

Z
涛
9
1
岩
）
を
形
成
し
、
多
数
の
人
々
は
僧
王

派
（
ω
魯
o
q
ゴ
”
『
勘
9
2
算
9
1
冤
僧
）
に
帰
し
た
の

で
あ
る
。
し
か
し
長
老
派
の
僧
も
今
で
は
黄

衣
を
着
用
す
る
よ
う
に
な
り
、
外
見
上
は
僧

論
意
と
区
別
で
き
な
く
な
っ
て
い
る
。
何
度

も
両
派
の
統
一
が
は
か
ら
れ
た
が
、
実
現
で

き
な
か
っ
た
。
た
だ
在
家
信
者
の
間
で
は
こ

の
左
派
を
は
っ
き
り
区
別
す
る
よ
う
な
意
識

は
、
必
ず
し
も
持
た
れ
て
い
な
い
。

　
長
老
派
の
寺
院
は
、
五
十
五
ヵ
寺
ほ
ど
で

僧
侶
の
数
は
、
百
人
を
下
る
ま
い
と
言
わ
れ

る
。
こ
れ
に
対
し
三
王
派
は
、
各
地
の
寺
院

を
合
わ
せ
る
と
五
百
八
十
ヵ
寺
ほ
ど
に
な
る

と
言
わ
れ
、
僧
侶
の
数
も
少
な
く
と
も
六
百

～
七
百
名
以
上
と
推
定
さ
れ
よ
う
。
僧
王
民

が
、
数
の
上
で
長
老
派
を
圧
倒
し
て
い
る
。

　
長
老
派
の
中
心
寺
院
は
、
ダ
ッ
カ
に
あ
る

唯
一
の
仏
教
寺
院
ダ
ル
マ
ジ
カ
寺
（
U
冨
『
目

9
旨
冨
U
ロ
巳
鼻
冨
け
冨
8
僧
。
陰
齢
①
『
網
）
で
あ
る
。
一

九
五
〇
年
に
は
頃
9
昌
σ
q
貯
畠
o
o
。
，
一
W
o
錫
島
』
7
国

国
『
訂
二
曲
轟
0
7
霞
Q
O
9
昌
α
q
冨
の
本
部
を
置

い
て
活
動
し
て
い
る
。
し
か
し
ダ
ッ
カ
の
周

辺
に
は
、
仏
教
徒
は
少
な
く
、
こ
の
寺
の
信

者
の
多
く
は
、
実
は
チ
ッ
タ
ゴ
ン
に
住
し
て

い
る
の
で
あ
る
。

　
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
仏
教
の
多
数
を
占
め

る
僧
王
派
の
中
心
寺
院
は
チ
ッ
タ
ゴ
ン
寺

（
O
匡
け
冨
σ
q
8
α
q
反
乱
巳
き
冨
け
蜜
8
9
。
o
冨
蔓
）

で
あ
る
。
こ
こ
に
は
一
八
八
七
年
に
発
足
し

た
チ
ッ
タ
ゴ
ン
仏
教
会
が
今
は
バ
ン
グ
ラ
デ

ィ
シ
ュ
仏
教
会
（
口
σ
§
σ
q
冨
畠
。
。
慶
学
切
昌
注
ぽ
。
。
け

〉
の
。
。
o
o
遍
羅
。
昌
）
と
　
改
称
し
て
い
る
。
バ
ン

グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
仏
教
徒
最
古
の
宗
教
的
文
化

的
に
し
て
社
会
的
な
福
祉
組
織
で
あ
る
。
首

都
か
ら
離
れ
て
い
る
た
め
、
国
際
的
に
知
ら

れ
る
こ
と
が
少
な
い
が
、
事
実
上
、
バ
ン
グ

ラ
デ
ィ
シ
ュ
の
仏
教
を
代
表
す
る
実
力
を
有

す
る
寺
院
で
あ
り
組
織
で
あ
る
。
1
筆
者

は
バ
ン
グ
ラ
デ
ィ
シ
ュ
仏
教
会
の
、
十
人
ほ

ど
い
る
男
暮
弓
。
昌
の
一
人
に
推
挙
さ
れ
て
い

る
の
で
、
付
記
し
て
お
き
た
い
。

一5一
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．
唾
逼
塞
■
茎
署
差
響
轟
雪
二
…
曜
差
8
1
震
量
2
言
，
塁
言
奮
謬
墨
引
董
毒
7
塁
響
＆
塁
：
崔
7
§
8
：
≡
留
温
…
7
晶
≡
響
§
3
三
暑
7
量
3
畠
馨
・
・
皇
三
曇
言
霊
昌
Σ
■
署
7
・
釜
・
Σ
曇
三
塁
呂
Σ
霊
宝
§
署
三
善
蓋
陛
垂
雪
Σ
8
3
茎
監
＝

㎝㎝㎜酬
，
伽…　

　
仏
教
聖
典
を
ホ
テ
ル
の
客
室
へ
一
と
い

輔
鵬
　
う
聖
典
寄
贈
運
動
で
お
な
じ
み
の
財
団
法
人

…　　
仏
教
伝
道
協
会
（
沼
田
恵
範
会
長
）
。
そ
の
伝

…　　
道
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
を
会
場
に
、
ユ
ニ
ー
ク
な

…　　
女
性
だ
け
の
グ
ル
ー
プ
が
発
足
し
た
。
去
る

㎜　　
六
月
か
ら
活
動
し
始
め
た
「
仏
教
聖
典
を
生

㎜
燭
魚
に
活
か
す
会
」
が
そ
れ
だ
。
毎
月
第
三
木

…㎜㎜…
，・111■1伽●lllll，●■10119聰1●III9・OIIlo，●4D●lllI69・■Illl，●●巳ll喜，o唱111■陰●lllll験・，●尋llll，曜

……剛㎜…
“

……岡

・
驚
《
’
強
弓
　
織
．
雛
懸
、
、
、
懲
、
驕
、
瀟
、
翻
　
鰯
懸
　
　
　
　
　
　
，

鎖
’
…

曜
日
に
開
か
れ
て
い
る
例
会
に
、
さ
っ
そ
く

お
じ
や
ま
し
て
み
た
。

　
会
場
は
、
二
八
○
人
と
い
う
女
性
参
加
者

で
華
や
い
だ
ム
ー
ド
が
た
だ
よ
っ
て
い
る
。
四

〇
代
の
主
婦
が
中
心
、
学
生
や
初
老
の
婦
人

の
姿
も
ち
ら
ほ
ら
み
え
る
。
例
会
は
ま
ず
花

山
勝
友
武
蔵
野
女
子
大
教
授
の
講
話
で
始
ま

る
。
仏
教
聖
典
を
一
頁
一
頁
追
っ
て
い
く
て

い
ね
い
な
も
の
で
、
こ
の
日
は
釈
尊
の
初
転

法
輪
が
主
テ
：
マ
だ
っ
た
。
参
加
者
は
熱
心

に
聞
き
入
っ
て
い
た
が
、
こ
こ
ま
で
は
、
ご

く

一
般
の
仏
教
講
演
会
と
か
わ
り
な
い
。

一
時
間
近
く
話
を
聞
い
た
後
、
十
人
位
ず
つ

　
…
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
話
し
合
い
　
…

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
の
話
し
合
い
が
始
ま

る
。
和
室
で
車
座
に
な
っ
て
、
ま
ず
お
茶
を
一

服
。
参
加
者
の
心
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
よ
う
と

い
う
配
慮
か
。
最
初
は
、
各
グ
ル
ー
プ
の
世
話

人
が
話
を
リ
ー
ド
す
る
、
簡
単
な
自
己
紹
介
、

世
間
話
…
…
。
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
、
す
ぐ
打

ち
と
け
て
に
ぎ
や
か
に
な
る
所
、
静
か
な
ま
ま

の
所
と
、
様
々
だ
。

盈
蚕
昌
8
7
昌
3
響
5
編
3
7
呂
2
響
＆
置
3
▼
8
0
婁
重
臣
8
7
昌

　
あ
る
グ
ル
ー
プ
で
は
、
世
話
人
が
「
あ
な
た

は
健
康
で
す
か
」
と
一
人
ひ
と
り
に
問
う
こ
と

か
ら
話
し
合
い
が
始
ま
っ
た
。
こ
の
年
代
の
女

性
に
と
っ
て
、
も
っ
と
も
関
心
あ
る
話
題
な
の

か
も
し
れ
な
い
。

　
「
私
は
こ
れ
ま
で
、
ヨ
ガ
と
か
座
禅
な
ど
を

や
っ
て
き
た
の
で
す
が
、
な
か
な
か
健
康
に
な

れ
な
く
て
。
で
も
、
体
を
丈
夫
に
す
る
に
は
、

ま
ず
心
が
大
切
だ
と
思
え
て
き
ま
し
た
…
…
」

話
は
、
心
の
健
康
と
は
何
か
、
と
い
う
問
題
に

移
っ
て
い
く
。

　
こ
の
仏
教
伝
道
協
会
は
、
三
豊
製
作
所
会
長

・
沼
田
恵
範
氏
が
発
願
し
て
創
ら
れ
た
。
仏
教

普
及
の
た
め
、
日
本
国
内
は
も
ち
ろ
ん
、
世
界

各
地
の
ホ
テ
ル
客
室
に
仏
教
聖
典
を
備
え
る
べ

く
寄
贈
運
動
を
続
け
、
こ
の
二
十
年
間
で
百
万

冊
を
突
破
し
て
い
る
と
い
う
。
最
近
は
ホ
テ
ル

だ
け
で
な
く
、
刑
務
所
、
社
会
福
祉
施
設
、
病

院
、
客
船
、
図
書
館
等
、
き
わ
め
て
広
い
範
囲

へ
贈
ら
れ
て
い
る
。
愛
知
学
院
大
や
大
谷
大
盤
、

各国へ寄贈される仏教聖典

響
三
8
5
δ
＝
警
轟
一
睡
9
§
・
邑
響
蓋
§
－
罷
璽
Σ
曇
一
三
…
言
8
奪
垂
繧
▼
8
＝
3
・
8
§
1
錘
重
畠
8
Ψ
§
§
蓋
§
三
§
Ψ
§
巴
Z
呂
量
一
§
毒
毒
罷
撃
茎
7
雪
目
Σ
日
豊
畠
i
7
呂
§
三
璽
蓼
皇
奮
三
馨
言
蓼
藍
茎
邑
－
婁
7
邑
馨
蓋
…
1
3
目
三
昌
■
響
…
暫
蓋
≡
1
8
皇
運
3
言
§
巴
7
呂
5
Σ
罷
重
三
8
冒
ム
§
言
差
璽
＆
罷
6
1
8

卒
業
記
念
に
仏
教
聖
典
を
出
す
大
学
も
増
え

て
き
た
。

　
話
し
合
い
の
方
は
、
だ
ん
だ
ん
真
剣
さ
を

増
し
て
い
く
。

　
「
私
は
心
臓
が
悪
く
て
、
夜
寝
る
と
、
翌

朝
起
き
ら
れ
る
か
ど
う
か
わ
か
ら
な
い
ん
で

す
よ
」
と
、
上
品
な
初
老
の
婦
人
。
「
そ
れ
な

の
に
、
子
供
た
ち
は
別
居
が
い
い
っ
て
。
こ

の
年
ま
で
何
の
た
め
に
苦
労
し
て
き
た
の
か
、

わ
か
り
ま
せ
ん
」

　
愚
痴
と
聞
い
て
し
ま
え
ば
そ
れ
ま
で
だ
が

そ
こ
に
は
、
人
生
の
黄
昏
れ
を
迎
え
よ
う
と

い
う
一
女
性
の
切
実
な
悩
み
が
み
え
る
よ
う

だ
。
　
一
見
豊
か
な
都
会
生
活
を
営
む
中
年
の

婦
人
層
。
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
や
教
養
講

座
で
は
満
た
さ
れ
な
い
何
か
を
求
め
、
集
ま

っ
て
く
る
。
心
を
割
っ
て
話
せ
る
場
が
少
な

い
せ
い
だ
ろ
う
か
。

　
約
一
時
間
の
話
し
合
い
後
、
再
び
ホ
ー
ル

へ
集
合
し
て
質
疑
応
答
。
話
し
合
い
の
中
か

ら
出
た
具
体
的
問
題
に
つ
い
て
、
花
山
講
師

が
仏
教
聖
典
に
則
し
て
答
え
る
。
か
な
り
深

刻
な
質
問
に
も
、
身
ぶ
り
手
ぶ
り
を
交
え
た

ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り
な
応
答
、
会
場
か
ら
思

わ
ず
笑
い
声
が
こ
ぼ
れ
る
。

　
仏
教
聖
典
は
現
在
、
英
語
の
他
、
フ
ラ
ン

ス
語
、
中
国
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
ネ
パ
ー

ル
語
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
上
等
に
も
翻
訳
さ
れ

各
国
へ
の
寄
贈
が
続
け
ら
れ
て
い
る
。
今
後

た
ま
た
ま
宿
泊
し
た
ホ
テ
ル
で
聖
典
を
見
つ

け
、
そ
れ
が
縁
と
な
り
仏
教
に
遇
う
人
た
ち

が
、
ど
ん
ど
ん
増
え
る
の
で
は
な
い
か
。

㎜㎝轍　臨
画
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ル
ン
ビ
ニ
ー
委
員
会

中
村
立
正
大
教
授
が
詳
明

　
第
三
回
ル
ン
ビ
ニ
ー
復
興
日
本
仏
教
徒
委
員

会
は
、
九
月
二
十
九
日
午
後
二
時
か
ら
明
照
会

館
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。
安
本
国
際
文
化
局

長
挨
拶
の
後
、
三
宅
副
委
員
長
を
座
長
に
議
事

を
開
始
。

　
　
　
　
ま
ず
こ
の
日
特
別
に
出
席
し
た
、
中

村
瑞
隆
立
町
教
授
（
考
享
）
か
ら
・
聖
な

る
園
付
近
の
細
か
い
様
子
及
び
発
掘
の
見
通
し

等
の
説
明
を
受
け
た
。

　
つ
づ
い
て
「
復
興
す
べ
き
具
体
的
協
力
内
容

に
つ
い
て
」
の
討
議
に
入
り
、
聖
な
る
園
の
復

興
を
す
る
の
が
望
ま
し
い
が
、
現
状
で
は
建
物

の
建
設
が
不
可
能
な
の
で
、
一
定
額
の
指
定
寄

付
を
行
い
、
そ
れ
を
後
世
に
知
ら
し
め
る
た
め

の
記
念
碑
又
は
塔
を
建
て
る
べ
き
で
あ
る
と
い

う
こ
と
に
な
っ
た
。

　
又
、
ネ
パ
ー
ル
国
内
の
イ
ン
フ
レ
等
に
よ
り

物
価
の
変
動
が
激
し
い
た
め
、
も
う
少
し
時
間

を
か
け
て
資
料
を
集
め
、
検
討
し
な
が
ら
具
体

的
な
指
定
寄
付
金
額
を
決
め
て
い
く
こ
と
に
な

っ
た
。

　
出
席
者
（
順
不
同
敬
称
略
）
　
稲
田
稔
界
、

那
須
徹
夫
、
岩
崎
宗
秀
、
江
連
俊
則
、
森
田
禅

朗
、
中
山
富
士
、
貝
山
宣
泰
、
英
良
智
、
加
藤

三
晃
、
小
峰
一
念
、
鷲
谷
淳
宣
、
三
宅
心
戒
。

第
二
回
の
税
務
委
員
会

第
二
回
税
務
委
員
会
は
、
九
月
十
八
日
午
後

一
時
か
ら
明
照
会
館
会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

同
和
委
員
会
委
員
長

　
糾
弾
を
う
け
て
漸
く
差
別
教
団
で
あ
っ
た

こ
と
の
反
省
の
う
え
に
、
　
「
僧
侶
、
寺
族
及

び
門
徒
は
、
つ
ね
に
教
法
を
聞
信
し
、
同
和

問
題
に
関
す
る
正
し
い
認
識
に
基
づ
き
、
そ

の
事
業
の
推
進
に
努
め
、
も
っ
て
同
信
同
朋

の
実
を
挙
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う

教
化
条
例
を
も
つ
に
至
っ
た
宗
派
が
あ
る
。

　
御
同
朋
、
御
同
行
と
い
う
宗
旨
か
ら
い
っ

て
至
極
当
り
前
の
こ
と
で
あ
る
。

橘

⑦

了
法

　
そ
の
至
極
当
り
前
の
こ
と
が
幾
百
年
当
り

前
に
な
っ
て
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
糾
弾
を

う
け
た
の
で
あ
り
、
糾
弾
に
よ
っ
て
本
源
に

立
ち
事
え
ら
さ
れ
て
右
の
教
化
条
例
と
な
っ

た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
い
う
と
こ
ろ
の
建

て
前
に
帰
っ
た
だ
け
で
本
音
の
と
こ
ろ
は
、

ま
だ
ど
ろ
ど
ろ
し
た
日
本
人
の
土
着
意
識
に

停
滞
し
て
い
る
。

　
最
近
、
次
の
よ
う
な
事
例
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　
ま
ず
豊
田
総
務
局
長
が
挨
拶
、
神
野
副
委
員

長
を
議
長
に
議
事
を
開
始
し
た
。

　
①
税
務
委
貝
会
に
関
す
る
規
定
（
仮
称
）
の

検
討
　
磯
山
時
局
対
策
部
長
か
ら
案
を
説
明
。
討
議

の
後
、
理
事
会
へ
提
示
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
②
自
民
党
政
務
調
査
会
税
制
委
員
会
に
対
す

る
要
望
書
の
内
容
検
討

　
磯
山
部
長
か
ら
草
案
説
明
。
討
議
の
後
、
要

望
書
を
自
民
党
政
務
調
査
会
へ
提
出
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　
出
席
者
（
順
不
同
、
敬
称
略
）
　
広
井
正
保
、

中
村
義
英
、
粟
津
秀
雄
、
新
井
正
清
、
北
川
智

城
、
藤
原
正
秀
、
大
多
喜
義
忍
、
畑
直
孝
、
河
野

亮
永
、
加
藤
康
照
、
中
野
教
広
、
神
野
真
一
、

花
木
義
光
、
羽
生
雅
則
、
長
谷
川
正
浩
。

　
三
〇
の
各
教
区
ご
と
に
同
和
協
議
会
が
設

け
ら
れ
て
い
る
が
、
あ
る
教
区
の
協
議
会
委

貝
に
選
出
さ
れ
た
住
職
に
対
し
、
所
属
寺
の

檀
家
総
代
が
、
そ
の
委
貝
を
辞
め
て
ほ
し
い

と
申
し
入
れ
た
。

　
国
民
的
課
題
で
あ
る
こ
と
は
知
っ
て
い
る

が
、
僧
分
は
こ
法
を
語
り
伝
え
て
い
た
だ
く

だ
け
で
、
生
々
し
い
娑
婆
の
こ
と
に
は
触
れ

て
く
れ
る
な
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
そ
う
な
る
と
そ
の
派
の
教
化
条
例
は
ど
う

な
る
。
住
職
の
た
た
か
い
は
こ
れ
か
ら
始
ま

る
。　
教
区
協
議
会
は
こ
れ
を
教
区
の
課
題
と
し

て
、
じ
っ
く
り
取
り
組
む
方
針
が
立
て
ら
れ

た
。

宗教界には最もゆかりの深い菩提樹と蓮の花を育ててみませんか！ノ

　　成道ゆかりの樹……菩提樹（印度ブッタガや産直輸入品）　苗代￥10，000（万頃）

　　極楽浄土の華……蓮（チャワンバス通称姫蓮）　苗代￥7，000（備付）
嘘（、（②一　　上記の品二点を同時予約註文の場合特別価格￥15，000　　　』齢

お申込、お問合せは下記のいずれかの所へ御一報下さい！

　東京池袋西武不動産㈱園芸営業所魯〈03＞989－2755
　　　　〒171東京都豊島区南池袋1の16の15（西武鉄道ビル内）

㌧名古屋㈲梅金商店
　　　　　　　　　　　　　　費〈052＞241－090霊㈹
　　　　　㈲かたばみ商事
　　　　〒460名古屋市中区大通三丁目39番33号
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一
一
醸
欝
一
難
齢
難
騰
脇
，
聡
嶽
黎
．
饒
，
鴛
漉

鉱
讐
硝
，
　
　
　
　
　
，
．

，
　
魁
”
〆

鰻、
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今
月
か
ら
全
仏
で

　
全
日
本
仏
教
会
で
は
、
各
寺
院
が
抱
え
る
法

律
的
諸
問
題
に
つ
い
て
、
気
軽
に
相
談
で
き
る

よ
う
、
今
月
か
ら
、
法
律
無
料
相
談
室
を
開
設

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
相
談
内
容
に
つ
き

ま
し
て
は
、
秘
密
を
厳
守
致
し
ま
す
の
で
、
御

遠
慮
な
く
御
相
談
下
さ
い
。

　
ま
た
、
御
寺
院
だ
け
で
な
く
、
檀
信
徒
の
方

の
御
相
談
も
お
受
け
致
し
ま
す
。

　
…
法
律
無
料
相
談
室
…

担
　
　
当
　
全
仏
顧
問
弁
護
士

　
　
　
　
　
　
　
長
谷
川
　
正
浩
氏

日
　
時
毎
月
第
二
・
第
四
火
曜
日

　
　
　
　
　
　
毎
月
第
二

　
　
　
　
　
　
第
四
火
曜

場
　
　
所

相
談
方
法

　
　
午
後
一
時
～
四
時

全
日
本
仏
教
会
事
務
総
局

　
　
港
区
芝
公
園
四
一
七
－
四

　
　
〇
三
－
四
三
七
一
九
二
七
五

面
談
・
書
面
・
電
話

　
　
た
だ
し
、
面
談
の
場
合
は
前

　
　
も
っ
て
御
連
絡
下
さ
い
。

…
相
談
内
容
…

①
寺
院
の
設
立
、
合
併
、
規
則
変
更
、
不
動

　
産
取
引
等
に
関
す
る
諸
問
題

②
寺
院
の
収
益
事
業
や
幼
稚
園
経
営
に
お
け

　
る
税
務
等
に
関
す
る
諸
問
題

＝
表
紙
の
写
真
＝

　
　
千
体
荒
神
祭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
東
京
・
海
雲
寺
）

　
江
戸
時
代
中
期
か
ら
、
か
ま
ど
の
守
護
を

つ
か
さ
ど
る
荒
神
さ
ま
の
お
祭
り
と
し
て
、

多
数
の
参
詣
者
を
集
め
て
い
た
。
ま
た
、
た

び
重
な
る
火
災
に
も
、
海
雲
寺
だ
け
が
焼
け

な
か
っ
た
と
こ
ろ
が
ら
、
火
防
の
神
さ
ま
と

し
て
も
有
名
だ
っ
た
。

　
信
者
の
家
庭
に
は
、
霊
験
を
あ
ら
わ
す
荒

神
さ
ま
の
分
身
が
、
小
さ
な
お
厨
子
な
ど
に

入
れ
ら
れ
、
分
け
与
え
ら
れ
て
い
る
。
お
祭

り
の
当
日
は
、
皆
、
そ
の
分
身
を
持
っ
て
寺

へ
集
ま
り
、
護
摩
の
供
養
を
受
け
、
ま
た
持

ち
帰
る
と
い
う
習
慣
が
長
い
間
、
続
い
て
き

た
。　
お
祭
り
は
、
春
秋
の
二
回
、
約
五
万
人
と

い
う
参
詣
者
を
集
め
、
に
ぎ
や
か
に
行
わ
れ
、

早
朝
か
ら
夕
方
ま
で
護
摩
の
火
が
絶
え
る
こ

と
が
な
い
。

　
今
年
も
、
十
一
月
の
二
十
七
、
二
十
八
の

両
日
、
行
わ
れ
る
。

③
遺
産
、
遺
言
等
、
相
続
問
題

④
婚
約
破
棄
、
離
婚
、
財
産
分
与
、
養
子
縁

　
組
み
、
夫
婦
親
子
の
問
題

⑤
保
険
、
示
談
等
、
交
通
事
故
に
か
か
わ
る

　
問
題

⑥
借
地
借
家
、
承
諾
料
、
契
約
更
新
の
問
題

⑦
手
形
小
切
手
、
債
券
回
収
等
商
取
引
上
の

　
諸
問
題

⑧
手
附
、
契
約
解
除
、
不
動
産
売
買
に
か
ら

　
む
問
題

⑨
そ
の
他

…
事
務
総
局
録
事
（
＋
月
）
…

　
三
日
　
理
事
会
、
評
議
貝
会

　
六
日
　
韓
国
仏
教
宗
団
協
議
会
来
訪

　
　
　
　
局
内
会
議

十
二
日
　
大
阪
府
仏
教
徒
会
議

十
三
日
　
日
蓮
宗
遠
忌
大
法
要
参
列

十
五
日
　
埼
玉
県
仏
教
徒
会
議

　
　
　
　
財
務
担
当
者
会
議
（
関
西
）

十
六
日
　
局
内
会
議

　
十
九
日

　
二
十
日

二
＋
一
日

十十十十
七六四三
日日日日

」一

¥
八
日

　
三
＋
日

大
会
幹
事
会

尼
僧
法
団
三
十
周
年
記
念
式
出
席

長
野
県
仏
教
徒
会
議

川
崎
大
師
五
重
塔
上
棟
式
出
席

財
務
担
当
者
会
議
（
関
東
）

局
内
会
議

日
宗
連
理
事
会

都
道
府
県
仏
教
会
代
表
者
会
議

第
二
十
八
回
全
日
本
仏
教
徒
会
議

静
岡
県
仏
教
徒
会
議

税
務
委
員
会

新
宗
連
三
十
周
年
祝
賀
会
出
席

昭
和
5
7
年
版

昭
和
五
十
六
年
　
十
一
月
一
日
発
行

　
　
　
　
十
一
月
号
　
第
二
七
三
号

虚
言
知
輔
繍
磯

発
行
所
　
財
団
法
人
　
　
全
　
日
　
本
　
仏
　
教
　
会

　
　
　
　
　
　
申
込
み
受
付
け
中

　
全
国
総
務
局
で
は
、
左
記
要
領
に
て

「
帆
影
手
帳
」
を
発
行
し
ま
す
。
部
数
に

限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
御
注
文
は
お

早
め
に
。

内
　
容
　
三
帰
依
文
、
四
三
誓
願
、
宗
門

　
　
　
　
聖
日
、
加
盟
団
体
役
員
住
所
録

　
　
　
　
忌
日
早
見
表
、
そ
の
他

サ
イ
ズ
　
9
×
1
4
㎝

定
価
五
五
〇
円
（
送
料
実
費
）

申
込
先
　
東
京
都
港
区
芝
公
園
四
一
七
－

　
　
　
　
四
　
全
仏
総
務
局

　
　
　
　
　
「
全
仏
手
帳
係
」
宛
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